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水
道
、
ガ
ス
は
各
家
庭
ま
で
管
が
敷
か
れ
て
い
る
。
下
水
も
昭
和
の
高
度
成
長
期
に
世
田
谷
の
狭
い
路
地

で
も
掘
り
返
し
土
管
を
埋
め
、
水
洗
ト
イ
レ
が
普
及
し
た
。
然
る
に
、
電
気
、
電
話
は
都
心
の
一
部
を
除
き
、

電
信
柱
に
電
線
が
蜘
蛛
の
巣
の
よ
う
に
張
り
付
い
た
ま
ま
だ
。
水
や
ガ
ス
は
管
の
敷
設
が
必
須
だ
が
、、
電
気
・

電
話
は
空
中
に
電
線
さ
え
張
れ
ば
よ
い
と
の
先
入
観
が
あ
り
地
中
化
が
進
ま
な
い
。 

  

通
信
系
の
会
社
に
入
っ
た
同
級
生
が
改
革
開
放
期
の
中
国
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
売
り
込
み
に
行
っ
た
。
電
話
網
の

整
備
が
遅
れ
て
い
る
の
で
普
及
す
る
の
は
絶
望
的
だ
と
言
っ
て
い
た
。
そ
の
頃
の
電
話
機
は
電
話
局
と
の
間

が
一
本
一
本
の
細
い
電
線
を
経
由
し
て
中
央
と
繋
が
っ
て
い
た
。
こ
れ
を
中
国
で
実
現
す
る
の
は
並
大
抵
の

こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
電
話
網
に
数
々
の
技
術
革
新
が
あ
っ
た
今
は
違
う
。
銅
線
が
光
ケ
ー
ブ
ル

に
代
わ
り
、
当
時
、
車
の
ト
ラ
ン
ク
一
杯
の
電
子
部
品
が
必
要
だ
っ
た
移
動
体
通
信
と
言
わ
れ
た
無
線
電
話

は
掌
サ
イ
ズ
の
携
帯
電
話
に
な
っ
た
。
し
か
も
、
伝
送
路
を
通
る
音
声
、
画
像
は
短
い
時
間
単
位
に
ち
ぎ
ら

れ
、
さ
ら
に
デ
ィ
ジ
タ
ル
の
０
と
１
の
符
号
に
変
換
さ
れ
伝
送
さ
れ
た
。
銅
線
時
代
の
機
械
的
交
換
機
が
０

と
１
の
符
号
に
適
し
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
取
っ
て
変
わ
っ
た
。 

  

あ
と
四
、
五
年
た
つ
と
、
家
庭
用
電
話
は
Ｉ
Ｐ
電
話
に
置
き
換
わ
る
。
即
ち
携
帯
電
話
と
同
じ
だ
。
も
う
、

家
庭
と
電
話
局
が
一
本
一
本
の
銅
線
で
繋
な
ぐ
意
味
が
な
く
な
る
。
代
わ
り
に
地
域
毎
に
電
話
会
社
が
ア
ン

テ
ナ
を
設
け
、
各
家
庭
と
の
間
は
電
波
で
結
ば
れ
る
よ
う
に
で
き
る
。
勿
論
、
地
域
毎
の
ア
ン
テ
ナ
と
電
話

局
は
大
容
量
の
光
ケ
ー
ブ
ル
で
結
ば
れ
、
家
庭
へ
の
配
信
が
銅
線
で
な
く
電
波
に
な
る
。
も
う
銅
線
の
蜘
蛛

の
巣
の
乱
雑
さ
を
な
く
せ
る
。
さ
ら
に
、
銅
線
の
代
わ
り
の
電
波
に
高
度
な
技
術
が
実
現
し
、
今
ま
で
未
使

用
だ
っ
た
通
信
容
量
の
大
き
な
高
い
周
波
数
が
使
わ
れ
始
め
て
い
る
。
に
も
拘
わ
ら
ず
家
庭
と
電
信
柱
の
間

に
ケ
ー
ブ
ル
が
盛
ん
に
使
わ
れ
い
る
。 

  

一
方
、
電
力
は
高
圧
電
源
、
ト
ラ
ン
ス
、
低
圧
の
家
庭
用
電
力
と
単
純
な
構
成
な
の
で
、
直
ぐ
に
で
も
地

中
化
で
き
る
。
し
か
し
、
地
中
化
は
電
力
会
社
に
直
接
の
見
返
り
が
な
い
の
で
意
欲
が
湧
か
な
い
。 

   


